
 

 

議長 

農業委員現在数１４名、出席１４名、欠席０名、よって、会議は成立

致しました。 

これより令和２年度第８回青梅市農業委員会を開会致します。 

はじめに議事録署名委員の指名ですが、会議規則第１３条の規定によ

り、第９番川口委員さん、第１０番小峰委員さんを指名致しますのでよ

ろしくお願い致します。 

    次に、諸報告について事務局から報告願います。 

 

事務局 

それでは、前回の総会から今日までの日程行事につきまして御報告致します。 

10 月 7 日、次世代人材投資事業 中間評価 

     （川口土地部会長） 

：市役所会議室 市内農地 

 10 月 8 日・9 日、生産緑地本調査 

      （加藤会長、小峰職務代理、土地部会員各位） 

：市内生産緑地 

 10 月 14 日、農業委員会会長職務代理・部会長研究集会 

      （小峰職務代理、各部会長） 

：昭島 KOTORI ホール 

10 月 15 日、稲刈り 

     （加藤会長、小峰職務代理、経営部会員各位、高野委員） 

：藤橋水田 

 10 月 19 日、土地部会 

      （加藤会長、小峰職務代理、土地部会員各位） 

：市役所会議室 

 10 月 21 日、農業祭実行委員会打ち合わせ会 

      （加藤会長） 

：市役所会議室 

 

議長 

  次に日程４の議案審議に入ります。 



 

 

議案第１号「引き続き農業経営を行っている旨の証明について」５件

を上程致します。 

それでは、整理番号１番および２番について、久保田委員さんの説明

をお願いします。 

 

委員 

議席番号１番 久保田です。整理番号１番について、説明します。１０月１６日

に事務局と調査を行いました。（申請人住所氏名、地番・地目・面積）。これらの土地

の大部分には梅が植林されており、その下草もしっかり管理されておりました。一部

には里芋・ネギが栽培され、全体的に畑として問題なく管理されていました。次に

整理番号２番について、（申請人住所氏名、地番・地目・面積）。２筆については、

大部分は梅が植林され、一部には里芋・大根が栽培されておりました。残りの２筆に

ついては、一部にネギ・キャベツ、タラの木が植林されておりました。以上のように

全体として問題なく、畑として管理されておりました。 

 

議長 

  次に整理番号３番について、森田委員さんの説明をお願いします。 

 

委員 

  議席番号６番 森田です。整理番号３番について説明します。１０月１４日、事

務局と申請人立ち合いのもと、現地調査をいたしました。（申請人住所氏名、地番・

地目・面積）。現在はナスが栽培され、今後はほうれんそうの栽培を予定しています。

（地番・地目・面積）現状は、一部に草がありましたが、早急に刈るとの話でした。

（地番・地目・面積）人参・ネギ・白菜が栽培されておりました。（地番・地目・面

積）この畑は、ネギ・ロマネスク・大根が栽培され問題なく管理されておりました。 

 

議長 

  整理番号４番から５番について、担当委員の私から説明します。 

 

委員 

  議席番号１４番 加藤です。整理番号４番について説明します。１０月１６日、

事務局と現地調査を行いました。（申請人住所氏名、地番・地目・面積）。こちらは



 

 

自宅前の畑で、白菜・ネギ・レタス・大根・人参等たくさん植わっておりました。

自家消費と販売用に栽培しているとのことでした。（地番・地目・地積）水田で、現

在は、草が刈られた状態でした。（地番・地目・地積）、全て水田で稲が干されてお

りました。次に整理番号５番について、１０月２３日、現地調査を行いました。（申

請人住所氏名、地番・地目・面積）。こちらは、水田で稲の収穫した後でした。（地

番・地目・地積）こちらは、みかんが栽培されておりました。（地番・地目・地積）

こちらは、あずきが栽培されておりました。（地番・地目・地積）草の管理を依頼し

ました。（地番・地目・地積）こちらは、大きな１団の畑でネギ・ホウレンソウ・キャ

ベツ等が植えてありました。（地番・地目・地積）こちらは、キャベツとブロッコリー

が植えてありました。 

 

議長 

以上で、担当委員の説明は終わりました。本件につきまして御質疑ございません

か。 

 

議長 

御意見、御質問等ないようですので、採決を取ります。賛成の農業委員は挙手を

お願いします。 

 

［挙手１３名］ 

 

議長 

挙手１３名により、可決されました。よって、議案第１号「引き続き農業経営を

行っている旨の証明について」５件は原案のとおり証明することに決定致しました。 

 

議長 

次に、議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」３件を上程致

します。 

それでは、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは、「農地法第３条の規定による許可申請について（移転）」を御説明申し上げ



 

 

ます。議案の第２号を御覧ください。 

整理番号１番 

 譲渡人の    さんから譲受人の    さんへの兄弟間贈与でございます。 

 

≪議案参照。読み上げる≫ 

 

本案件について、農地法第３条の許可を得るためには、“農地法第３条第２項各号”

に該当しないことが求められます。この判断については≪議案第２号 別紙１≫の調査

書を御覧ください。 

まず、第２項第１号。許可することにあたって、許可を受ける農地について土地のす

べてを効率的に利用できることが求められますが、譲受人および世帯員等の耕作状況、

必要な機械の所有の状況、農作業に従事する者の数等からみて、耕作の事業に供すべき

農地のすべてを効率的に利用できるものと判断しました。 

次に第２項第２号。本案件については、農地所有適格法人となっておりますので、不

許可事項には該当致しません。 

次に第２項第３号。本案件については、信託ではございませんので、適用致しません。 

次に第２項第４号。許可することにあたっては、譲受人および世帯員等が農作業常時

従事できることが求められます。この農作業常時従事とは、農地法施行規則により１５

０日となっております。本案件につきましては、譲受人およびその従業員は、農作業を

行う必要がある日数について農作業に従事すると判断しております。 

次に第２項第５号。許可することにあたっては、青梅市においては、譲受人および世

帯員等がすでに所有する農地と所有権移転する農地の面積の合計が３０アール（3,000

㎡）以上であることが求められます。本案件については、譲受人およびその従業員が耕

作の事業に供すべき農地は、合計３０アールを超えておりますので、不許可事項には該

当致しません。 

次に第２項第６号。本案件については、転貸ではございませんので、適用致しません。 

最後に第２項第７号。許可することにあたっては、農地の権利移動を行うことで、地

域調和が乱されることがないことが求められます。本案件については、榊を栽培する計

画であり、周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用に支障は生じないものと判断

致しました。 

以上のとおり農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件をすべて満たし

ていると判断致しました。 



 

 

なお、現地調査でございますが、１０月１４日に森谷委員と行いまして、調査結果は

許可するに相当であるとの判断となりました。 

 

次に、整理番号２番 

 譲渡人の    さんから譲受人の   さんへの売買契約でございます。 

     さんにつきましては、前月９月の申請に引き続き、こちらも今寺２丁目の農

地を買い取る旨の申請を受けております。 

 

≪議案参照。読み上げる≫ 

 

本案件についても、農地法第３条の許可を得るため、“農地法第３条第２項各号”に

該当しないことが求められます。この判断については≪議案第２号 別紙２≫の調査書

を御覧ください。 

許可要件につきましては、先ほど整理番号１番で申し上げたとおりとなります。この

案件につきましても、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件をすべて

満たしていると判断致しました。 

なお、現地調査でございますが、１０月１６日に加藤会長と行いまして、調査結果は

許可するに相当であるとの判断となりました。 

 

次に、整理番号３番 

 譲渡人の    さんから譲受人の    さんへの親子間贈与でございます。 

 ≪議案参照。読み上げる≫ 

本案件についても、農地法第３条の許可を得るため、“農地法第３条第２項各号”に

該当しないことが求められます。この判断については≪議案第２号 別紙４≫の調査書

を御覧ください。 

許可要件につきましては、先ほど整理番号１番で申し上げたとおりとなります。この

案件につきましても、農地法第３条第２項各号には該当しないため、許可要件をすべて

満たしていると判断致しました。 

なお、現地調査でございますが、整理番号２番と同じく、１０月１６日に加藤会長と

行いまして、調査結果は許可するに相当であるとの判断となりました。 

以上でございます。よろしく御審議をお願い致します。 

 



 

 

議長 

事務局の説明は終わりました。 

整理番号１番について森谷委員の補足説明はございますか。 

 

委員 

  議席番号１１番の森谷です。現在、作物はありませんでしたが、申請

人は、白菜や大根を栽培していく計画とのことでした。 

 

議長 

次に整理番号２番および３番について、担当の私から補足説明いたします。 

 

委員 

  議席番号１４番の加藤です。整理番号２番につきまして、先月も引き

続いての申請人でしたが、今回の農地では稲を栽培したいとの話でした。

整理番号３番については、父は農業を引退し、息子に全て任せたいとの

ことで申請理由でした。 

 

議長 

以上で担当委員の補足説明は終わりました。本件につきまして御質疑ございますか。 

 

議長 

御意見、御質問等無いようですので、採決を取ります。賛成の農業委員は挙手を

お願いします。 

 

［挙手１３名］ 

 

議長 

挙手１３名により、可決されました。 

よって、議案第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」

３件は原案のとおり証明することに決定致しました。 

 

 



 

 

議長   

次に議案第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農用地利用集積計画の決定について」１件を上程致します。 

それでは、事務局の説明をお願いします。 

 

事務局 

それでは「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画

の決定について」１件を御説明致します。議案の第３号を御覧ください。 

本件につきましては、使用借人および使用貸人より青梅市に利用権設定の申出があり、

各案件について、青梅市が農用地利用集積計画（案）を作成しました。農業経営基盤強

化促進法第１８条第１項の規定により、この集積計画については農業委員会の議決を得

ることが求められているため、青梅市長より青梅市農業委員会へ議案のとおり集積計画

の内容について審議と承認が依頼されたものでございます。 

 

議案第３号 

整理番号１番 

《議案参照。読み上げ》 

 次に《議案第３号 別紙１》の農用地利用集積計画（案）を御覧ください。 

利用権設定の更新の申し込みとなり、設定する権利は使用貸借権です。 

 契約期間は令和２年１１月１０日から令和５年１１月９日までの３年間。 

裏面以降は、使用借人の農業経営の状況等や、共通事項が記載されております。 

 

また、利用権の設定には、農業経営基盤強化促進法の第１８条第３項の各要件が満た

されていることが求められます、こちらに関しましては、《議案第３号 別紙２》の調

書を御覧ください。 

◎農業経営基盤強化促進法第１８条第３項 

はじめに、第１号「農用地利用集積計画の内容が青梅市の定める基本構想に適合する

ものであること」でございますが、基本構想に記載される「利用権の設定等を受ける者

の備えるべき要件」につきましては、農地のすべてを効率的に利用することや農作業に

常時従事することなどが示されております。本件につきましては、使用借人が所有また

は借用する農機具や農作業に従事する者の状況等からみて、耕作の事業に供すべき農地

のすべてを効率的に利用できるものと見込まれ、また、使用借人は農作業を行う必要が



 

 

ある日数について従事すると見込まれますので、第１号には該当すると考えております。 

続いて第２号のイ「農地の全部効率利用」およびロ「農作業常時従事」については、

先ほど御説明致しました第１号とほぼ同義ですので、ともに該当すると考えております。 

続いて第３号のイについては、「第２号のロに該当しない場合」でございますので、

本案件では適用致しません。 

続いて第３号のロについても、「法人である場合」でございますので、本案件では適

用致しません。 

最後に第４号「農地にかかる権利を持つ全ての者の同意を得ること」でございますが、

本案件は所有者である使用貸人、使用借人の両者に利用集積計画を確認いただき同意の

印をもらっております。従いまして権利者の同意を得ておりますので、該当すると考え

ております。 

よって農業経営基盤強化促進法第１８条第３項各号と照合した結果、別添調書のとお

り、許可要件をすべて満たしていると考えます。 

 

また作付計画を御覧ください。記載のとおり、申請地においては、キャベツの栽培を

行う予定になっております。 

 

現地調査につきましては、１０月１４日に森谷委員さんと行いまして、支障なしとの

協議結果となっております。 

 

以上でございます。よろしく御審議をお願い致します。 

 

議長 

事務局の説明は終わりました。 

整理番号１番について、森谷委員さんの補足説明は何かございますか。 

 

委員 

議席番号１１番の森谷です。１０月１４日、事務局および借人立ち合

いのもと、現地調査を行いました。資料の写真のとおり、キャベツが一

面で栽培されておりまして、大変きれいに管理されておりました。今後

は年明けにキャベツを収穫し、一度畑を休ませる計画とのことでした。 

 



 

 

議長 

以上で担当委員の補足説明は終わりました。 

本件につきまして御質疑ございますか。 

 

議長 

ほかに御意見、御質問が無いようですので、採決を取ります。賛成の

農業委員は挙手をお願いします。 

 

［挙手１３名］ 

 

議長 

挙手１３名により、可決されました。 

よって、議案第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定

による農用地利用集積計画の決定について」１件は原案のとおり承認す

ることに決定いたしました。 

 

議長 

次に、日程５の報告事項に移らせていただきます。 

報告事項として、会長専決処理等の報告を申し上げますので、別冊の

報告書を御用意ください。 

それでは報告に移ります。 

はじめに「農地法第３条の３第１項の規定による届出について」は、

１件で１ページ目に記載されたとおりです。 

次に「農地法第４条第１項第８号の規定による届出について」は、１

件で２ページ目に記載されたとおりです。 

次に「農地法第５条第１項第７号の規定による届出について」は、８

件で３ページ目から４ページ目に記載されたとおりです。 

最後に「農地の転用事実に関する照会に対する回答」については、１

件で５ページ目に記載されたとおりです。 

 

以上で報告は終わります。御質疑等がなければ、報告のとおり御了承

をいただきたいと存じますがよろしいでしょうか。 



 

 

 

［異議なし］ 

 

議長 

ありがとうございました。 

ただいまの報告をもちまして、本日の審議はすべて終了致しました。 

慎重な御審議を賜りありがとうございました。 

感謝を申し上げ総会を閉会とさせていただきます。 

なお、全員協議会は午後１６時から開会致します。 

 

 


